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論文内容の要旨
コンビュータによって生成されるホログラム、 CGH(Cornpu¥，er-Gener'ated 11oJogram)は3次え情報
を2次jじデータとして記録することができる媒体のなかでも、直接的に 3ゆく冗情報を再生することができ
る独自の特性をもっυ したがって、 CGHについての効半的な情報f緒子法の開発は3次元情報がそのまま
仮想的に伝送されるような特性をもっ伝送システムの実現に不可欠な技術となる。
本論文は、このような観点から、 CGHの効半的な情報圧縮手法を提案し、併せて情報再生子法を示し、
それらの諸特性を検討した研究成果をまとめたものである。
ホログラムはコンビュータの記憶システムと出なり、分散型記憶特性をもつので、基本的に元長性に富
んだ記録手法である。したがって、従来、 CGHの情報圧縮についてはこの空間的冗長性を生かしたT法が
提案されてきたが、圧縮率が大きくなれば¥再生される 3次元情報の像としてのコントラストが劣化する
欠点をもっ。本論文では.CGHが二つのコヒーレント光の干渉縞の集合であることに沖:Tlし、これを2次元
パターンとしてとらえ、最初に、静止幽の情報匝縄手法としては、その性能評価が佐立されているJPEGを
用い、その前処理として、いくつかの画像処理を組み合わせた手法を提案し、シミュレーションによって
その諸特性を検討した結果について述べた。
次に、情報阿縮千法としては可逆仲間に近い特性をもつことが望ましいことから、近似可逆特性をもっ
CUH情報圧縮手法としてLOCO-I(LowComplexity Lossless Compression for Images)と前処理的画
像処理を組み合わせた手法を提案し、その諸特性を検討した結果について述べた口
すなわち、第 1~でCGHとホログラムの情報圧縮について概説し、第 2 草ーにおいて、フレネル型CI-lGを
JPEGベースライン符合化モデルによって情報圧縮する手法を提案し、シミュレーション実験の結果から量
子化誤茅と演算誤差が再生両素の振幅情報と位相情報に及ぼす影響について述べた。第31常主においては、
LOCO-If. 
再生咽素の振幅↑情情青青-報と位相情幸報HにE及えぼす影響について述ベた。第4章では、研究の成果をまとめた。
論文審査の結果の要旨
3次λ情報を2次元媒体にコンピュータを問いて記録することができるコンピュータ合成ホログラム
CGH (Computer Gcncratcd I!ologram)は立体映像の記録・再生などの応用に角ー用であるが、記録に必
要な情報震の大きさがネットワーク伝送などの利用の妨げとなっている。従来は、ホログラムがてつの可
干渉性をもっ光のサニ渉バターンであるという光学的な特性を利用した情報圧縮手法が提案されてきた。本
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論文は、ホログラムを単に濃淡縞パターンの集合ととらえ、一般的な静止画情報圧縮手法を用いて情報出
縮を行った場合についての圧縮特性を盟論的解析とシミュレーション結果の検討によって明らかにし、そ
の有用性を示している。まず、圧縮手法としては、再生画像に本質的な損失があるとはいえ比較的簡単な
アルゴリズムをもっJPEGベースラインを用い、フレネル変換によって再牛.する手法を提案している。そし
て、 60分の 1程度までの圧縮半における離散コサイン変換特性、量子化誤差および圧縮率による影響を平
均2乗誤差と信号雑音比を用いて検討し、シミュレーシヲン結果によって、比較的簡単な圧縮アルゴリズ
ムを用いる場台の諸特性を示じている。次に、 CGHの主要な用途のひとつである空間フィルタにはCGHの
比較的高い空間周波数と精細な濃淡情報が重要であることから、連続的な濃淡情報を含む静1-.画の圧縮に
優れた特性をもっLOCO-ICLowComplexily Lossless CompressIon fot司 lmages)とフランホーファ変
換を組み合わせた手法を提案している。そして、量子化誤斧およびπ縮率による影響を平均 2乗誤斧と信
号雑音比を用いて諸特性を検討し、シミュレーション結果から5分の 1までの圧縮率ならば空間フィルタ
としての振幅特性と位相特性を忠実に再現できることを明らかにしている。
以上のように、本論文はCGHの情報圧縮について一つの新しい手法を提案し、諸特性を明らかにし、
CGHの効率的な記録・伝送についての司能性をぶしている。その優れた研究成果は竜チT学、特に電子l白j
像工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論文の著者は博土(工学)の学位を受ける資格を
角ーするものと認める。
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